







た。小学校学習指導要領は、2018（平成30）年 4 月 1 日から移行措置を実施し、2020（平成32）年 4
月 1 日から全面実施をすることとしている。中学校学習指導要領は、2018（平成30）年 4 月 1 日から




















































































































































































































































































































物」「（2） 環境に配慮した生活」 である。 一方、 中学校においては、3 項目で構成されている。
























































































































これらの 3 項目のうち、1 項目以上を選択して履修させることとしており、生徒の興味・関心や学
校・地域の実態に応じて選択できるように配慮されている。また、「他の内容と関連を図り、実践的
な活動を家庭や地域などで行うことができるよう配慮すること」としている（同前，126）。
これらの小・中学校の「生活の課題と実践」に関する内容は、「生活の中から問題を見いだして課
題を設定し、よりよい生活を考え、計画を立てて実践できること」という点が共通している。この共
通点は、家庭科、技術・家庭科の特質に応じた「主体的な学び」および「深い学び」において「生活
の中から、問題の発見、課題の設定、解決方法の検討、計画、実践、評価・改善という一連の学習過
程」を重視するという考え方と一致している。すなわち、これらの「生活の課題と実践」に関する内
容は、家庭科、技術・家庭科の特質に応じた「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善
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の推進を図るために設定されたものであると考えられる。
従って、家庭科、技術・家庭科の特質に応じた「主体的・対話的で深い学び」の指導においては、
「生活の課題と実践」に関する内容の指導法の検討が肝要となり、ここで立てられた指導法を柱にし
て、全体の内容の指導法を検討することが不可欠となる。題材など内容や時間のまとまりを見通し
て、児童生徒の発達段階や家庭・地域の実態等に配慮して指導計画を立てていくことが必要となる。
その際、家庭科、技術・家庭科の教科の特性である実践的・体験的な学習活動や、グループ学習など
の協働する学習活動を重視し、学習したことが実生活に生かされる場の設定を図ることや、児童生徒
の達成感・有用感等を大切にしていくことが重要であるといえる。
4．まとめと今後の課題
これまで、本稿では、改訂された小学校学習指導要領の家庭科および中学校学習指導要領の技術・
家庭科家庭分野の内容を検討し、小学校および中学校の家庭科教育における指導法を考察してきた。
その結果、2 点の知見を得た。
第 1 に、改訂された学習指導要領の家庭科および技術・家庭科家庭分野の内容に関しては、現代的
な諸課題を適切に解決できる能力の育成を目指した内容に改善されていたことである。具体的には①
家庭科、技術・家庭科家庭分野における育成を目指す資質・能力の明確化が図られたこと、②小・
中・高等学校の内容の系統性の明確化が図られ、小・中学校では同様の 3 つの枠組みに整理され、学
習過程を踏まえた改善がされたこと、③基礎的・基本的な知識・技能の定着や、家族・家庭生活の多
様化、消費生活の変化、グローバル化、少子高齢社会の進展、持続可能な社会の構築等の今後の社会
の急激な変化に主体的に対応できる資質・能力の育成を目指した内容に改善されたことである。
第 2 に、改訂された学習指導要領における家庭科教育の指導法に関しては、家庭科、技術・家庭科
の特質に応じた「主体的・対話的で深い学び」の指導法において、家庭・地域・社会と連携して取り
組む「生活の課題と実践」に関する内容の指導法の検討が肝要となり、ここでの指導法を柱にして、
全体の内容の指導法を検討することが不可欠となることである。その際、家庭科、技術・家庭科の教
科の特性である実践的・体験的な学習活動やグループ学習などの協働する学習活動を重視すること、
学習した内容が実生活に生かされる場の設定を図ることが必須となる。
最後に、今後の課題としては、家庭科、技術・家庭科の特質に応じた「主体的・対話的で深い学
び」に関する指導法の考察を一層深めることである。今回は指導内容を検討した指導法の考察に留ま
り、具体的な試案の提示をすることができなかった。今後、試案の提示を図り、家庭科、技術・家庭
科の「主体的・対話的で深い学び」に関する指導法の示唆を得ることを今後の課題としたい。
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